
　
今
回
は
、
良
い
お
知
ら
せ
を
三
つ
紹
介
し

ま
す
。

〇
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
全
国
八
位　
二
〇
一
〇

年
度
の
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
、
全
国
八

位
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
の
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
五
五
％
で
、
県
内
で
も
一
番

で
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
排
出
量
も
県
平
均
の
半
分
ほ
ど
で
す
。

こ
れ
は
皆
さ
ん
が
資
源
ゴ
ミ
を
よ
く
分
別
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
事
を
始
め
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
資
源
回
収
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
す
。

　
ま
た
排
出
量
に
つ
い
て
は
、
生
ご
み
を
肥
料
に
し
た
り
、
生

ゴ
ミ
処
理
機
の
利
用
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
介
護
保
険
料
の
安
さ
は
全
国
七
位　
基
準
月
額
三
千
円
に
据

え
置
い
た
本
年
度
の
村
の
介
護
保
険
料
が
、
全
国
で
七
番
目
に

安
い
と
い
う
報
告
で
す
。
こ
れ
は
六
十
五
歳
以
上
の
方
も
、
仕

事
や
農
作
業
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、
生
き
甲
斐
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
、
介
護
給
付
費
を
抑
え
る
要
因
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇
高
齢
化
比
率
が
〇・
五
％
改
善　

村
の
高
齢
化
率
が
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
に
か
け
て
、
三
八・
一
％
か
ら

三
十
七・六
％
へ
〇・五
％
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
転

出
よ
り
転
入
者
が
上
回
り
、
若
い
人
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
人
口
減
に
対
処
す
る
方
針
で
す

の
で
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
五
月
の
行
事 

三
日
は
つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
、
捜

索
隊
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
自
然
の
中
で
山
菜
採
り
な

ど
を
楽
し
み
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

十
三
日
の
河
川
清
掃
に
は
多
く
の
村
民
の
方
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
に
は
消
防
団
恒
例
の
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
村
の
有
事
に
備
え
、

迅
速
に
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
出
来
る
よ
う
に
訓

練
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
皆
さ
ん
応
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今月の村長室から

　つちのこ探検隊の皆さん。これから捜索に向かいます。（関連記事：5ページ）



　
私
た
ち
が
暮
ら
す
岐
阜
県
の
特
徴
は
、

県
土
の
八
割
以
上
を
占
め
る
森
林
と
、
そ

れ
ら
が
生
み
出
し
県
全
土
へ
と
流
れ
て
い

く
清
流
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
豊
か
な

自
然
環
境
は
様
々
な
公
益
的
機
能
を
持
っ

て
お
り
、
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
も
た

ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
自
然
は
今
ま
さ
に

危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
私
た
ち
の
安
心
で
き
る
生
活
環
境

が
失
わ
れ
る
ほ
か
、
地
球
規
模
の
環
境
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
価
格
低
迷

や
生
産
活
動
の
担
い
手
の
後
継
者
不
足
や

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
間
伐
な
ど
の
手
入
れ

が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
荒
廃
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
原
因
で
公
益
的
機

能
が
低
下
し
、
土
砂
災
害
や
洪
水
が
起
こ

り
や
す
く
な
っ
た
り
、
食
べ
物
を
求
め
る

野
生
鳥
獣
な
ど
の
農
作
物
や
民
家
へ
の
被

害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
良
質
な
水
質
が
維
持
さ
れ
て
い

る
県
の
河
川
で
は
、
ゴ
ミ
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
な
ど
、
そ
の
景
観
が
損
な
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　　 

そ
の
他
、
こ
れ
ら
の
自
然
に
生
息
す
る

野
生
生
物
に
注
目
す
る
と
、
元
々
生
息
し

て
い
た
生
物
が
人
に
よ
っ
て
持
ち
込
ん
だ

外
来
生
物
に
捕
食
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
絶

滅
し
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
種
類
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
昨
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
次
の
よ
う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
、
防

災
の
観
点
で
も
森
林
を
手
入
れ
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

①
湧
水
や
山
菜
、
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

「
里
山
の
恵
み
」
が
避
難
所
な
ど
で
の
生

活
の
助
け
に
な
っ
た
。

②
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て
里
山
へ
の
避

難
が
有
効
だ
っ
た
。

③
避
難
の
際
に
倒
木
が
放
置
さ
れ
て
い
る

な
ど
で
荒
廃
し
た
森
林
が
避
難
の
妨
げ
に

な
っ
た
。

　
避
難
の
際
に
人
が
安
全
に
森
林
を
通
る

に
は
、
間
伐
や
倒
木
処
理
な
ど
の
森
林
整

備
や
歩
道
の
設
置
、
崖
や
谷
川
へ
の
柵
の

設
置
が
必
要
で
す
。

　　
森
林
・
環
境
税
の
使
い
み
ち
で
は
、

「
豊
か
な
森
づ
く
り
・
清
ら
か
な
川
づ
く

り
」
と
「
人
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
」

を
柱
と
し
、
大
き
く
分
け
て
五
つ
の
使
い

み
ち
を
示
し
て
い
ま
す
。

○森林・環境税は年額 1,000 円～で徴収されています
　平成 24 年 4 月から、個人は 1 人当たり年額 1,000 円、法人は年額 2,000 ～ 80,000 円で県民税
に上乗せされています。
○税の目的
　県の森林や河川など豊かな自然が持つ「公益的機能（※）」をより高めたり、県民が将来もそ
の恩恵を受け続ける事が出来るようにするなど、自然環境を守り育てる取り組みに使われます。

　下に挙げるような、私たちの暮らし
に対して森林や河川などの自然が果た
す大切な役割や、もたらしてくれる多
くの恵みを「公益的機能」といいます。

・多種多様な生物を育てる
・地球温暖化を防ぐ
・根を張り巡らせ土砂災害を防ぐ
・木々が育つ土壌を保つ
・豊かな水を育み洪水を和らげる
・木材などの資源を供給する
・美しい景観を生み出す
・環境教育、学習の場となる

※公益的機能とは

森
林
と
清
流
の
国　
岐
阜
県

自
然
環
境
を
取
り
ま
く
状
況

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

整備された森林などの
自然環境の写真を 1 枚五

つ
の
主
な
使
い
み
ち

村に生息する希少生物・オオサンショウウオ

清流の国ぎふを守る森林・環境税
～身近で豊かな自然づくりに活用～　



　森林の持つ公益的機能を高めるために、特に森林施業が進んでいない地域の整備に使
われます。
●針葉樹と広葉樹が混ざった森を育てる
●山奥、急傾斜地などで所有者による手入れが難しい森林を正しく管理するために市町
　村などが新たに取得する

　以前と比べて利用が少なくなった里山林を、防災、環境改善の観点から整備を行い、
人とのつながりの深い山林を目指します。
●土砂災害を防ぐ、多種多様な生き物が生息できるといった公益的機能を十分に発揮さ
　せ、維持するための森林整備
●人が安全に通行するために、倒木や不要木の除去、柵や歩道などの設置、修繕

　県内を流れる清流を一つの財産と考え、清掃活動や絶滅危惧種の保護や研究を通じて
この財産を守る活動を行います。
●主な流域での清掃活動などを官民協働で行う体制づくり
●絶滅危惧種の生物や生態系の保護活動と、そのための研究開発
●人々の生活への被害を軽減するため、野生生物の捕獲の促進
●工業廃水などで汚染された水質の改善

　教育施設を中心とした公共施設での木材利用の促進や、木質バイオマスエネルギーの
利用を通じて、森林の資源の活用を目指します。
●公共施設の木造化
●子どもたちへの木材の利用や環境についての教育の一環として、教育関連施設に木製
　の机、椅子、学習教材の導入を支援
●薪や木片を使ったストーブなど、「木質バイオマスエネルギー」を利用した施設の導
　入と、それに使用する未利用木材資源の取引への補助

地域主体で行う、森林や河川の環境保全活動を支援します。
●地域ごとに、特に必要と考えられる事業を支援
●子どもたちに、自然の様々な働きやそれらを守るための正しい知識を提供する環境教
　育活動、体験活動の実施を支援
●自然環境を学ぶ場として、県民に各地の豊かな自然を観光してもらう「エコツーリズ
　ム」の促進

①ぎふの恵みの環境保全林整備事業

③ぎふの清流保全事業

②ぎふの恵みの里山林整備事業

豊
か
な
森
づ
く
り　
清
ら
か
な
川
づ
く
り

⑤みんなで支える森・川づくり事業
人
づ
く
り

仕
組
み
づ
く
り

東白川村での使い道は？

④ぎふの木づかい環境整備事業

　村では、以下の①と②に沿った事業を主として、山
林での間伐や松食い虫による被害を受けて枯れてし
まった木の処理等に活用されていきます。
　これらによって風害や水害、土砂崩れといった災害
に強く、また水源としての機能も高い森林を育てて維
持していきます。

間伐された森林



○
「
日
本
の
心
」
を
奏
で
ま
し
た

　
　
　
―
四
月
二
十
一
日
コ
ン
サ
ー
ト
―

　
加
茂
高
校
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
り
結
成
し

た
「
フ
ァ
ニ
ー
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」

が
、
村
の
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
の
加
盟
を
記
念
し
て
は
な
の
き
会
館
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し

た
。
ジ
ャ
ズ
、
童
謡
、
ゲ
ー
ム
楽
曲
、
演

歌
、
雅
楽
な
ど
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る

曲
や
、
村
に
な
じ
み
深
い
曲
と
し
て
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
や
村
民
の
歌
「
み
ど
り
の

里
」
な
ど
全
十
六
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
の
曲
目
で
村
の
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
教
室
の
子
ど
も

達
が
合
同
で
演
奏
し
、
演
奏
中
に
は
ス
ク

リ
ー
ン
に
「
は
な
の
き
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」

の
写
真
が
次

々
と
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
団
長
の
臼

田
幸
人
さ
ん

は
「
今
の
村

の
美
し
さ
を

更
に
磨
い
て

維
持
し
て
い

っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

○
「
緑
化
」
を
体
験
・
学
習

　
　
　
　
　
―
緑
化
少
年
団
入
団
式
―

　
四
月
二
十
四
日
、
東
白
川
中
学
校
の
生

徒
が
所
属
す
る
「
緑
化
少
年
団
」
の
入
団

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
一
年
生
二
十
四

名
は
、
式
に
引
き
続
き
大
明
神
の
国
有
林

に
て
植
樹
を
行
い
、
ヒ
ノ
キ
と
ナ
ラ
の
苗

を
、
合
わ
せ
て
七
百
本
植
え
ま
し
た
。

　
入
団
者
の
安
江
輝
竜
君
（
平
）
は
「
植

林
は
初
め
て
で
大
変
だ
け
ど
、
自
然
を
守

る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
か
ら
続
く
緑
化
少
年
団

で
は
、
今
年
も
入
団
者
に
緑
化
へ
の
思
い

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
白
川
の
源
流
調

査
や
森
林
見
学
、
林
業
体
験
な
ど
を
通
じ

て
森
林
の
実
態
を
学
ぶ
予
定
で
す
。

○
登
山
は
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で

　
　
　
　
　
　
　
―
小
学
校
全
校
登
山
―

　
小
学
校
の
恒
例
行
事
「
全
校
登
山
」
が

四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
児
童
が
毎
年
一
山
づ
つ
、
計
六
つ
の
山

を
登
る
も
の
で
、
今
年
は
二
番
目
に
高
い

標
高
約
一
一
〇
八
㍍
の
「
寒
陽
気
山
」
に

挑
み
ま
し
た
。

　
児
童
は
六
年
生
を
リ
ー
ダ
ー
に
各
学
年

が
均
等
に
入
り
混
じ
っ
た
「
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
」
で
行
動
し
ま
し
た
。
六
年
生

は
、
疲
れ
を
見
せ
る
一
年
生
に
対
し
て

「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
た
り
、
背
中

を
支
え
た
り
、
手
を
引
く
な
ど
最
後
ま
で

歩
け
る
よ
う
手
助
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
最
も
高
い
「
尾
城
山
」
を
登

り
ま
す
。

　

○
受
け
継
が
れ
る
舞

　
　
　
　

 

―
子
護
神
社
の
神
楽
獅
子
―

　
村
指
定
の
無
形
民
族
文
化
財
「
神
楽
獅

子
」
が
伝
わ
る
子
護
神
社
の
例
大
祭
が
、

四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
道

行
き
」
を
演
じ
な
が
ら
参
道
へ
繰
り
込
ん

だ
獅
子
は
、
鳥
居
か
ら
「
宮
入
り
」
を
行

い
、
拝
殿
で
「
か
や
の
舞
」
「
弊
の
舞
」

を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
子
護
神
社
の
神
楽
獅
子
は
約
二
百
九
十

年
の
伝
統
が
あ
り
、
昭
和
四
十
二
年
に
保

存
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在
十
名
の
会
員
に

よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
会
副
会
長

の
安
江
一
成
さ
ん
は
「
永
く
伝
承
し
て
い

く
の
に
最
も
重
要
な
の
は
後
継
者
の
存
在

な
の
で
、
今
後
も
そ
の
育
成
と
発
掘
に
力

を
入
れ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

� できごと情報

協力して植樹しました

一年生を助ける六年生

獅子の独り舞「弊の舞」

村の子ども達との共演



○
役
場
新
採
用
職
員
か
ら
の
挨
拶

　
　

ひがししらかわ�

○
保
護
者
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
　
　
　
―
ひ
よ
こ
く
ら
ぶ
開
級
式
―

　
子
育
て
支
援
室
の
事
業
の
一
つ
で
、

「
ひ
よ
こ
く
ら
ぶ
」
の
開
級
式
が
五
月
二

日
に
は
な
の
き
別
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
乳
幼
児
の
保
護
者
が
活
動
を
通

し
て
子
育
て
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
今
回
は
幼
児
二
十
三
人
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
や
説
明
の
後
、
親
子
は
四
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
連
絡
先
の
交
換
や
子

育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
を
相
談
す
る
な
ど

し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
行
事
で
は
、
昨
年
好
評
だ
っ

た
運
動
す
る
活
動
が
増
え
た
ほ
か
、
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
ゆ
る
キ
ャ
ラ
公
式
デ
ビ
ュ
ー

　
　
―
つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
二
―

　

　
恒
例
で
あ
る
村
の
四
大
イ
ベ
ン
ト
の
ひ

と
つ
「
つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
」
が
今
年
も

中
川
原
水
辺
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
く

崩
れ
る
事
も
な
く
約
千
五
百
人
が
来
場
し

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
つ
ち
の
こ
に
懸
け
ら
れ
た
賞
金
は
、
平

成
元
年
か
ら
年
々
積
み
重
な
り
、
今
年
で

百
二
十
三
万
円
で
す
。
捕
獲
を
目
標
に
結

成
さ
れ
た
捜
索
隊
に
は
県
内
外
か
ら
大
勢

の
方
が
参
加
し
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
こ
も
れ
び
の
里
で
捜
索
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
つ
ち
の
こ
を
探

す
人
や
山
菜
採
り
を
楽
し
む
人
な
ど
様
々

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回
も
つ
ち
の
こ

は
発
見
さ
れ
ず
、
賞
金
は
来
年
に
持
ち
越

し
と
な
り
ま
す
。

　
以
前
か
ら
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
非
公
式

な
が
ら
も
村
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
く
れ
て

い
た
「
つ
っ
ち
ー
」
「
の
こ
り
ん
」
で
す

が
、
今
回
つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
公
式
デ

ビ
ュ
ー
し
、
つ
ち
の
こ
音
頭
を
保
育
園
児

と
共
に
踊
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
二
人
（
？
）
が
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
、
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
会
場
で
は
マ
ス
つ
か
み
や
ク

ラ
フ
ト
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
や
丸
太
切
り
競
争
な
ど
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ど
の
世
代
も
つ
ち

の
こ
フ
ェ
ス
タ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

村
民
課　
主
事　

昨
年
四
月
か
ら
村
で

生
活
し
、
多
く
の
方
に

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　
恩
返
し
出
来
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
課　
主
事
補

教
育
委
員
会　
主
事
補

　
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
笑

顔
で
元
気
に
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
私
は
村
の
人
や
風
景

に
魅
か
れ
こ
の
仕
事
を

選
び
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
と
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
学
生
と
社
会
人
と
の

け
じ
め
を
つ
け
、
村
に

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
精
一
杯
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

国
保
診
療
所(

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー)

保
健
福
祉

部
門
保
健
師
主
事
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務

立
木　
宏
和

長
谷
川　
紘
一

西
山　
和
沙

平
松　
里
彩

可
児
市
出
身

羽
島
市
出
身

羽
島
市
出
身

大
明
神
出
身

　生まれ変わった
のこりん（左）　つっちー（右）

各種コーナーも大好評

グループ交流の様子



子育てママの会　6 月開館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

○が開館日です

お知らせ

村の仲間と他にはない夏祭りをつくりませんか
　今まで商工会青年部が主催してきた夏祭りですが、青年部員の減少によるスタッフ不足で、こ
のままだと継続が難しい状況にあります。
　そこで村内の若者で夏祭りを主催しようと、新しいグループとして「夏祭り青年団」が結成さ
れました。
　商工会青年部へ協力してもらうのではなく、メンバー全員が主役となって夏祭りを創り上げて
もらいます。
　自分たちの手で、もっと楽しく、もっと面白い夏祭りを創り上げませんか？

・自分のやりたい夏祭りを実現したい
・自分たちが考えた夏祭りにたくさんの人が来てくれる達成感を味わいたい

・村の同世代の友人・異性との出会いの場が欲しい

問合せ　商工会青年部（78-2275）

東白川村　夏祭り青年団

メンバーを募集しています

こんな人は参加してみませんか？

電波の利用にはルールがあります　
　コードレス電話や特定小電力トランシーバーなどの無線機器を購入するときは、必ず「技適マー
ク」がついているかを確認してください。
　「不法市民ラジオ」「不法アマチュア無線」「不法パーソナル無線」といった「不法無線局」は、
本来使用できない強さや周波数の電波を使用するため、ＯＡ機器や家電製品を誤作動させたり「消
防・救急無線」、「警察無線」、「鉄道無線」「携帯電話」、「地域防災無線」、「業務用無線」等、現
代生活や公共活動に利用される無線機器に深刻な混信や妨害を与えます。
　また、外国規格のトランシーバーも同様の妨害を与える恐れがあるので、国内での使用はでき
ません。

〇問合せ先…総務省　東海総合通信局
・不法無線局の相談　052-(971)-9107・テレビなどの受信障害の相談　052-(971)-9648

STOP ！不法電波
6/1 ～ 6/10 は電波利用環境保護周知啓発強化期間

技適マーク

不法無線局を開設や運用には、罰則が定められています。
・不法無線局を開設…1 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金
・携帯電話、放送、警察、消防救急等の重要な無線局に妨害を
与えた場合…5 年以下の懲役又は 250 万円以下の罰金



ひのき 13cm 以下小丸太…平均単価 /8,600 円
ひのき 14cm 以上…平均単価 /18,700 円　高値 /140,000 円
すぎ…平均単価 /10,100 円　高値 /20,000 円
赤まつ…平均単価 /8,300 円　高値 /12,500 円
総取扱量 /697㎥　総販売高 /1,099 万 1 千円

東白川森林組合月末報告　第 641 回共販会

       　4/1
　～ 4/30

( 敬称略 )
○誕生おめでとうございます

　安江平次（剛郎・亜也加 / 平）

○お悔やみ申し上げます

　田口りゑ　　81 歳（中谷）

　山路達也　　40 歳（平）

　安江光雄　　88 歳（平）

　安江晴夫　　63 歳（平）

ありがとうございました
4/1 ～ 4/30

( 敬称略 )

【東白川村】

■医療・保健福祉部門指定寄付

金 10 万円…安江利美（神付）

布・雑巾…安江ひで（大明神）　 

紙袋…安江利明（神付）

清拭布２箱…曲坂地域交流会　 

【社会福祉協議会】

金 5 千円…村雲スギ（神付）

金 4,825 円…人形供養の会

石けん…桂川和子（日向）	

古切手…山田土建㈱

古切手…㈲新世紀工房

古切手…匿名

戸 籍 の 窓

御寄付

加茂医師会　6 月の休日診療のご案内
日付 曜日 当番病医院 住所・連絡先（市外局番 :0574-） 医師

 3 日 木沢記念病院 美濃加茂市古井町下古井 590　TEL：25-2181
10 日 野尻内科医院 美濃加茂市下米田町今 134-1　TEL：24-0633 野尻和秀
17 日 堀部医院 美濃加茂市蜂屋町下蜂屋 372-1　TEL：25-2910 堀部尚久
24 日 太田メディカルクリニック 美濃加茂市太田町 2825　TEL：26-2220 佐々木裕茂

　この企画運営委員会は、美濃加茂市と加茂郡 7 町村
から委員さんを募集し、合同で講座、展示などを開催
するものです
　家族や友人、パートナーなど、性別にとらわれず、
お互いの事を大切に「想い合う」、そんなきっかけとな
る講座や展示などの企画をみんなで考えて、一緒に運
営してみませんか。人と人とのふれあいは、新しい仲
間との出会いや新しい自分の発見にもつながるはずで
す。是非ご参加ください
●募集人数　2 名程度（東白川村の委員）
●募集期限　平成 24 年 6 月 29 日
●対象　土日の昼間などに開催の会議に出席できる人
　（6 回程度。会議日は委員の皆さんの相談で決定）
●任期　平成 25 年 3 月 31 日まで
●申し込み方法　お電話、メールなどで住所・氏名・
　年齢・電話番号をご連絡ください。
●お問合せ　役場総務課行政係
　TEL：78-3111　内線（231）
　メール：507soumu@vill.higashishirakawa.lg.jp
  上記の連絡事項と「男女共同参画推進講座・企画運
営委員会に参加します。」と明記してください

男女共同参画推進講座
企画運営委員会　委員募集

〇 5/5 に発生したＣＡＴＶの障害のお詫び
　5 月 5 日午後 10 時 45 分頃に、東白川ＣＡＴＶの全
てのサービスが止まる障害が発生しました。原因は、
白川町和泉地内で光ケーブルを小動物に食いちぎられ
たことによるものです。テレビについては第二受信点
に切替を行い 40 分ほどの停波でしたが、インターネ
ット・有線電話・告知放送については、翌日午後１時
の復旧でした。障害の範囲が村内全域であったことと、
復旧までに時間がかかったことで村民の皆様には大変
ご迷惑をおかけしました。
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村
民
の
方
か
ら
情
報
通
信
係

に
次
の
よ
う
な
お
手
紙
を
頂
き

ま
し
た
。

　
「
通
学
路
や
皆
の
散
歩
道
に

も
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
側
溝

に
空
洞
が
出
来
て
、
そ
れ
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
危
険

だ
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
河
川

の
大
掛
か
り
な
修
復
工
事
と
比

べ
る
と
大
し
た
事
で
は
な
い
の

で
、
た
め
ら
い
な
が
ら
も
役
場

に
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
二
、

三
日
で
修
繕
さ
れ
て
い
て
感
激

し
ま
し
た
。
素
早
い
対
応
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

こ
の
お
手
紙
を
頂
き
、
関
係

職
員
へ
の
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

が
安
心
で
き
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。（
Ｈ
）

短　
歌

－4月末住民登録人口から－
世帯数 ………   872世帯
人　口 ………2,672人

(男 1,282人　女 1,390人)
転　入 ……………  6人
転　出 ……………  6人
出　生 ……………  1人
死　亡 ……………  5人
先月と比較して     4人減
昨年と比較して   31人減

心
根
に　

余
裕
な
け
れ
ば　

歌
心

　
　
　
　

　
　
　

浮
か
び
来
ぬ
ま
ま　

季
節
は
移
ろ
う　
　

今
井
米
子

赤
ん
坊
の　

帽
子
脱
が
せ
る　

よ
う
に
し
て

　
　
　

採
り
し
ゼ
ン
マ
イ
の　

綿
を
取
る
な
り　

今
井
光
彦 

誕
生
日　

娘
と
二
人　

温
泉
の

　
　
　
　
　
　

櫻
花
の
宿
に　

倖
せ
委
れ
ぬ　
　

苅
田
良
香 

少
子
化
と　

言
う
が
ひ
孫
の　

数
ふ
え
て

　
　
　
　
　
　

十
八
人
目
が　

産
声
上
げ
る　
　

苅
田
清
美 

葉
桜
を　

ゆ
ら
し
て
風
が　

渡
る
た
び

　
　
　

光
こ
ぼ
し
て　

初
夏
へ
と
入
る
べ
し　
　

小
林
道
子 

物
売
り
が　

ち
と
ジ
ャ
マ
だ
け
ど　

目
を
凝
ら
し

　

身
を
乗
り
出
し
見
る　

名
古
屋
ド
ー
ム　
　

田
口
か
ず
み 

過
ぎ
去
り
し　

日
を
ふ
り
む
か
ず　

若
き
等
に

　
　
　
　

歩
調
を
合
わ
せ　

共
に
暮
さ
む　
　
　

安
江　

澄 
ご
ま
あ
え
の　

小
松
菜
沁
み
て　

香
ば
し
き

　
　
　
　
　
　
　

香
り
漂
い　

独
り
微
え
む　
　

安
江
守
平 

身
の
丈
に　

合
い
た
る
趣
味
を　

携
え
て

　
　
　
　
　
　

限
ら
れ
し
今　

余
生
を
楽
し
む　

安
江
嘉
子 

掌
の　

生
命
線
の　

く
っ
き
り
と

　
　
　
　

心
の
鉢
巻　

き
り
り
と
締
め
る　
　

安
江
と
く
よ

（
平
成
二
十
一
年
発
行　

木
の
実
会
短
編
集
【
第
三
集
か
ら
】
）

開催まであと4ヶ月　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会
●開・閉会式の一般入場者募集
◎ぎふ清流国体（第67回国民体育大会）定員…9,300 席
　料金…大人（中学生以上）1,000 円/小人（小学生以下）500 円
　総合開会式：9月29日(土)　総合閉会式：10月9日(火）　
◎ぎふ清流大会（第12回全国障がい者スポーツ大会）
　料金…無料
　開会式：10月13日(土)　閉会式：10月15日(月)
◎ところ　岐阜メモリアルセンター長良川競技場（岐阜市）
◎申込方法　ホームページ、または申込用紙で申込。申込用紙は実行委員会事務局および
　　　　　　市町村国体担当課（教育委員会）で配布。（ホームページからも入手可） 
◎申込締切　 6 月29 日（金）　消印有効
◎問・申込先　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会実行委員会事務局　 058-(272)-8841
　　　　　　　東白川村教育委員会　NTT：78-3111　有線:8-3111（内線421）
　　　　　　　ホームページ…http://www.gifukokutai2012.jp/
※申込者が多数の場合は、抽選により当選者を決定します。
抽選結果は7月下旬に代表申込者の方に郵送でお知らせする予定です。


